
第６小主題（生徒指導）

自他を敬愛し他者と協議しながら自己実現を図るための
自己指導力を育成する生徒指導の充実

【郡山支会テーマ】

一人一人の多様なウェルビーイングの向上を目指す

校長のマネジメント

郡山支会

福島県中学校長会 相双大会

郡山支会 発表者 郡山市立西田学園義務教育学校 星野亜希

１ 研究の趣旨

自他を敬愛し他者と協働しながら

自己実現を図るための自己指導力の育成

•人格のよりよい形成と学校生活の充実の基盤

•組織的、継続的な支援・取組の充実

•家庭や地域及び関係機関、SCやSSWなどの専門スタッフ
等との連携のより一層の充実

郡山支会

福島県中学校長会 相双大会



１ 研究の趣旨

〈目指す郡山の子ども像〉

高い志を持って自立し、他と協働して未来を拓く子ども

〈基本方針〉

SDGｓを郡山の子どもたちから

「誰一人取り残されない」教育の推進

～一人一人の多様なウェルビーイングの向上のために～

郡山支会

福島県中学校長会 相双大会

【令和７年度郡山市の学校教育推進構想より抜粋】

１ 研究の趣旨

〈郡山市の教育課題〉

・学び方の変革・教え方の変革、教育DXの推進

・自他の生命（いのち）を大切にする指導の徹底
・いじめ、不登校、特別な支援を要する児童生徒への対応
・学齢児童生徒数の減少、学校規模の偏在化
・教職員の働き方改革の推進
・体力向上・肥満防止対策

郡山支会

福島県中学校長会 相双大会



２ 研究の進め方 （１）研究の方向

自己指導力を育成するために・・・

・自己存在感の感受

・共感的な人間関係の育成

・自己決定の場の提供

・安全・安心な風土の醸成

郡山支会

福島県中学校長会 相双大会

その時、その場でどのような行動が適切であるか
自分で考えて、自分で決めて、実行する能力

２ 研究の進め方 （２）研究の視点

【視点１】自己指導能力を育成する学校教育の在り方

【視点２】いじめ防止への対応や自殺防止

及び不登校生徒への支援の在り方

【視点３】関係機関との連携・協力を密にした

生徒指導の推進

郡山支会

福島県中学校長会 相双大会



３ 研究の方法と計画

Ⅰ 自校の生徒指導上の重要課題を明確にし、

解決に向けた校長としての方針を明示する。

Ⅱ 実効ある指導となるよう家庭や地域社会、

関係機関、専門家等との一層の連携強化を図る。

Ⅲ 課題の解決に向けて指導・助言を加えながら実践を

深める。

Ⅳ 実践事例を集約し、成果と課題を明確にして研究の

共有化に役立てる。
郡山支会

福島県中学校長会 相双大会
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４ 研究の概要と考察 （１）実態調査①

郡山支会

福島県中学校長会 相双大会
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①メールやＳＮＳなどネット上における…

②家庭環境が悪化，家庭の教育力の低下

③保護者の理解や協力の不足

④学校や教育委員会への苦情電話

⑤不登校

⑥人間関係の固定化によるトラブルの長…

⑦発達障がいや適応障がい

⑧生徒、保護者の規範意識の低下

⑨避難生徒や区域外就学生徒の心のケア…

⑩対人間関係をうまく築けない生徒の増加

⑪ＳＣ，ＳＳＷ，関係機関との連携の一…

⑫感情を抑えられない生徒の増加

⑬教員の指導力の低下

⑭保護者の情報網の発達

⑮地域の教育力の低下

生徒指導上の課題

不登校

対人関係をうまく築けない
生徒の増加

家庭の教育力の低下

ネット上におけるトラブル



４ 研究の概要と考察 （１）実態調査➁

郡山支会

福島県中学校長会 相双大会
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ア いじめ

イ いじめを除く友人関係をめぐる問題

ウ 教職員との関係をめぐる問題

エ 学業の不振

オ 進路に係る不安

カ 部活動等への不適応

キ 学校のきまり等をめぐる問題

ク 入学，転編入学，進級時の不適応

ケ 家庭に係る問題

コ 無気力、不安

サ ネット依存等による生活習慣の乱れ

シ 発達障がい

ス その他

不登校の要因 〈相談・指導を受けた機関〉

・病院、診療所 22件

・教育支援センター 20件

（適応指導教室）

・児童相談所、福祉事務所

11件

・民間団体、民間施設 8件

無気力・不安

４ 研究の概要と考察 （１）実態調査③

郡山支会

福島県中学校長会 相双大会

24

3

1

71

81

22

44

5

10

0

0

0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

ア 学級担任が発見

イ 学級担任以外の教職員が発見（養…

ウ 養護教諭が発見

エ ＳＣ等の相談員が発見

オ アンケート調査など学校の取組によ…

カ 本人からの訴え

キ 本人の保護者からの訴え

ク 生徒（本人を除く）からの訴え

ケ 保護者（本人の保護者を除く）から…

コ 地域の住民からの情報

サ 学校以外の関係機関からの情報

シ その他

いじめ発見のきっかけ 〈学校の取組〉

・定期的なアンケート調査

→管理職による確認

・アンケート後の面談実施

・SCによる全校生面談

・SCとのコンサルテーション

アンケート調査など
学校の取組によるもの



４ 研究の概要と考察 （１）実態調査④

郡山支会

福島県中学校長会 相双大会
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喫煙

深夜はいかい

不良交友

飲酒

不健全性的行為

家出

粗暴行為

万引き

自転車盗

占有離脱物横領

その他

反社会的行動の分類 〈学校の取組〉

・学校警察連絡協議会の実施

・地区交番連絡協議会の実施

・地区PTA小中校サポート

チーム

・学校運営協議会との連携

・PTAとの連携

深夜徘徊

４ 研究の概要と考察 （２）研究実践１

実践例１

SWOT分析による自校課題の共通理解と共通実践

【視点１】

① 自校の実態を把握するためのSOWT分析の実施

➁ 課題解決に向けた戦略図の作成と全職員での共通実践

③ 公民館、自治会、小学校との連携

郡山支会

福島県中学校長会 相双大会



４ 研究の概要と考察 （２）研究実践１

郡山支会

福島県中学校長会 相双大会

① 自校の実態を把握するためのSWOT分析の実施
プラス要因(伸ばしたい良さ，メリット) マイナス要因(改善を要する課題，デメリット)

Ｓｔｒｅｎｇｔｈ Ｗｅａｋｎｅｓｓ
�¯

生徒 ・素直でまじめ ・礼儀正しく一生懸命 生徒 ・視野や体験が狭くなりがち ・貪欲さ
™
・協力的 ・堅実さ ・競争心が弱い ・困難なことへの挑戦心

・ ・一人一人に活躍の場 ・男女学年問わず仲が良い ・創意工夫が苦手・投稿渋り,不登校
内 ・部活に積極的に参加 ・縦割り活動が良く機能 ・人数が少なく団体戦への出場が困難

保 ・明るい ・あいさつが丁寧 ・物を大事に使う ・外部交流の少なさ,大舞台で緊張
部 護 ・自ら考えて行動する姿がある ・積極的な発言 ・自分たちの考えに固執し新たな考えに触れる

者 ・奉仕的精神がある・伝統を受け継ごうとする意識 機会が少ない
環 ・ ・規律,秩序を守ろうとする意識 ・宿題やノート等の忘れが見られる

施 ・指示待ちの面も
境 保護者・学校に協力的な保護者が多い

設 ・学校を信頼している 保護者 ・複雑な家庭環境の家がある(連携困難な面も)
・教育に関心が薄い保護者も

他 教職員・経験豊かな教職員
教職員 ・年齢構成のアンバランス

施設 ・人数に対し十分なスペースや数
・コロナ禍でも密にならず学習できる 施設 ・練習試合等になると不足する設備(卓球台)
・自然豊か,緑が多い ・空き教室の有効活用

・予算が少なく買換えができず古い物品が多い

Ｏｐｐｏｒｔｕｎｉｔｙ Ｔｈｒｅａｔ
地

地域 ・地域交流による風通しの良さ 地域 ・生徒、保護者とも承認図による役割過多
域 ・こどもたちの活躍の場が多い ・生徒数の減少(学校統廃合の流れか)

外 ・学校に理解があり協力的 ・道幅が狭く交通事故の心配
市 ・地域の良さや伝統を守っていこうとする風土 ・学区内に大きな道路と河川がある

部 県 ・地域行事と授業の結びつき(秋蛍、海老根和紙) ・野生動物(ｲﾉｼｼ,ﾏﾑｼ等)注意
環 ・和菓子作りなどの体験に協力的 ・急斜面が多く土砂崩れの心配

施 ・豊富な地域資料
境 策 ・学校への信頼をもっている 市 ・各種調査の多さ

・出張や悉皆研修の多さ
等 市 ・美術館,ｽﾍﾟｰｽﾊﾟｰｸ,大安場古墳等学習施設が多い

・教職員研修が充実 ・大規模校と小規模校,一律の対応

４ 研究の概要と考察 （２）研究実践１

郡山支会

福島県中学校長会 相双大会

➁ 令和７年度生徒指導に関する戦略図の作成



４ 研究の概要と考察 （２）研究実践１

郡山支会

福島県中学校長会 相双大会

③ 公民館、自治会、小学校との連携

「家庭の教育力」
を補う取り組みと
して、小中学校や
地区でも、取り組
みを提案

４ 研究の概要と考察 （２）研究実践１

郡山支会

福島県中学校長会 相双大会

実践例１の成果及び課題【視点１より】

〇ＳＷＯＴ分析を通して、教職員一人一人が自校の課
題について主体的に考えることができた。

〇ボトムアップとトップダウンのバランスが取れた実
践になった。

●「小さなできた」を積み重ねるマネジメントデーの
定着と各種団体との協働に向け、更なる働きかけと
提案を継続している。



４ 研究の概要と考察 （２）研究実践２

実践例２

教育目標具現化に向けた７つの力の習得

【視点１】

① ７つの力の決定

➁ 人事評価への設定

③ 人権擁護委員による人権教室の実施

④ 道徳の授業の充実と学級力アンケート

郡山支会

福島県中学校長会 相双大会

４ 研究の概要と考察 （２）研究実践２

・主体性

・長所伸展力

・自己表現力

・言語能力

・問題解決力

・協働力

・レジリエンス

郡山支会

福島県中学校長会 相双大会

① ７つの力の決定



４ 研究の概要と考察 （２）研究実践２

• 教職員人事評価制度を活用し、人事評価シートの
自己目標と手だてに「７つの力」のうち、どの力を
どの場面で習得させたいのかを教職員一人一人が位
置付ける

郡山支会

福島県中学校長会 相双大会

➁ 人事評価目標への設定

教職員が７つの力の習得に向け同じ方向で取り組む

４ 研究の概要と考察 （２）研究実践２

郡山支会

福島県中学校長会 相双大会

③ 人権教室の実施 ④道徳の授業の充実と

学級力アンケート



４ 研究の概要と考察 （２）研究実践２

郡山支会

福島県中学校長会 相双大会

実践例２の成果及び課題【視点１より】

○ 年度当初に、校長が自ら道徳の授業を実践したこ
と、人事評価の自己目標に７つの力を位置付けさせ、
取組について対話を重ねたことで、今年度目指す方
向性を共有することができた。

● ７つの力は目に見えにくいものであり、変容につ
いて考察するためには工夫が必要である。

４ 研究の概要と考察 （２）研究実践３

実践例３

「組織的アプローチ」による不登校支援体制の構築

～自己決定を重視した不登校支援の実際～【視点２・３】

① 全職員を対象とした研修会の企画・実施

➁ 不登校生徒への対応指針の策定と共有

③ サポートルーム委員会の体制整備

④ 行政機関や外部支援機関との連携体制の強化

郡山支会

福島県中学校長会 相双大会



４ 研究の概要と考察 （２）研究実践３

① 全職員を対象とした研修会の企画・実施

➁ 不登校生徒への対応指針の策定と共有

・ 調理実習などの体験的活動から参加を促す

→登校への心理的抵抗感を段階的に緩和

・ ICT環境を整備し、各教科の授業についてもオン

ライン配信を実施する体制を構築

→自宅にいながらも学習に参加できる機会を提供

郡山支会

福島県中学校長会 相双大会

４ 研究の概要と考察 （２）研究実践３

•生徒の居場所としての
機能重視

•「自己決定」を促す

•個人ブースの設置

•生活支援員１名を常駐

•校長の考えを支援員と
共有

郡山支会

福島県中学校長会 相双大会

③ スペシャルサポートルームの企画・実施



４ 研究の概要と考察 （２）研究実践３

〈SSR運営委員会〉

・管理職 ・担任

・生徒指導主事 ・養護教諭

・特別支援コーディネーター ・SC

・SSW ・行政の福祉担当者

郡山支会

福島県中学校長会 相双大会

④ 行政機関や外部支援機関との連携強化

４ 研究の概要と考察 （２）研究実践３

郡山支会

福島県中学校長会 相双大会

実践例３の成果及び課題【視点２，３より】

〇 多職種によるケース会議の定例化により、教職員
間の情報共有が充実するとともに、関係機関との連
携も強化。

〇 自己決定を経験する中で、自分から教室で過ごす
ことを望むようになる。

● 教職員の負担軽減と役割分担の最適化、外部資源
の効果的活用などの工夫が必要



４ 研究の概要と考察 （２）研究実践４

実践例４

誰一人取り残さないための生徒指導の充実

～校外協力体制の整備と関係機関との連携～【視点２・３】

① 校内支援体制の構築と組織的な支援

➁ 小中連携の推進

③ コミュニティースクールとしての地域資源の活用

郡山支会

福島県中学校長会 相双大会

４ 研究の概要と考察 （２）研究実践４

① 校内支援体制の構築と組織的な支援

• 校内教職員を繋ぐことに重点を置き、ミドルリーダーを
生かす

• 情報の一元化による問題の早期発見と組織的対応

• 定期的なケース会議の実施と支援計画のデータベース化

• 学年、養護教諭、ＳＣとの連携のもと、きめ細かなチー
ム支援を行い、自己肯定感、自己有用感を育む教育活動を
実践

郡山支会

福島県中学校長会 相双大会



４ 研究の概要と考察 （２）研究実践４

➁ 小中連携の推進

• 小中連絡協議会での、 教育活動の実施状況や

児童生徒に係る情報等の共有

郡山支会

福島県中学校長会 相双大会

４ 研究の概要と考察 （２）研究実践４

③ コミュニティースクールとしての地域資源の活用

・ 学校運営協議会の活性化と

地域の教育力を生かした学校

経営の推進

・ 警察や各種連絡協議会等、

地域の既存の組織を生かした

生徒の安全確保の徹底

郡山支会

福島県中学校長会 相双大会



４ 研究の概要と考察 （２）研究実践４

郡山支会

福島県中学校長会 相双大会

実践例４の成果及び課題【視点２，３より】

〇 定期的なケース会議の実施と支援計画のベース化
〇 情報の一元化による総合的な判断
〇 学校運営協議会において不登校傾向の状況を共有
し、地域住民からの助言をもとに学校運営に生かす

● 校長の発言の重さを校長自身が自覚し、トップダ
ウンとならないように意識していく

５ 研究・実践のまとめ①

◎ 学校経営ビジョンと学校課題をリンクさせること

→ 管理職の経営理念や思い、考えを教職員に伝える

とともに、実態把握のための方法や日々の実践と課

題解決の手だて等具体的な方向性を示したことで、

学校全体が同じ方向を向いて学校経営を進めること

が確認できた。そして、教職員の参画意識の高まり

がみられ、一体感のある学校づくりにつながった。
郡山支会

福島県中学校長会 相双大会



５ 研究・実践のまとめ➁

◎ 課題解決に向けて人事評価制度を活用すること

→ 教育目標の具現化に向け、教職員自らが課題解決へ

の自己目標を明確にすることができるとともに自らの

強みや弱み等を知る機会となり、自発的な能力開発を

促すことにもつながっていくことが確認できた。

郡山支会

福島県中学校長会 相双大会

５ 研究・実践のまとめ③

◎ 具体的な助言や働きかけをすること

→ 傾聴と共感を重視した対話型面談を通して教職員の

現状や思いを把握することができた。また、校長が

「教職員を繋ぐ」という意識をもつことで、教職員の

人材育成と教職員の学校運営に積極的に参加する取組

に繋がっていくことが確認できた。

郡山支会

福島県中学校長会 相双大会



５ 研究・実践のまとめ④

◎ 校内外の関係機関との連携を図り、様々な視点

から学校経営を振り返ること

→ 地域人材の学校運営参画を促したり、専門職による

指導助言を受けたり、多職種連携体制を強化すること

で、生徒の安全・安心の確保など生徒を多角的に支援

していくことができることが確認できた。

郡山支会

福島県中学校長会 相双大会

５ 研究・実践のまとめ⑤

〈課題〉

□ 「ゆとり」を生む「働き方改革」の推進

□ 学校アンケートの項目等の見直しによる取組の成果

や生徒の変容把握

□ 人的・物的整備により持続可能性を高めていくこと

郡山支会

福島県中学校長会 相双大会



おわりに

ご清聴 ありがとうございました

郡山支会

福島県中学校長会 相双大会

◎ 支援型リーダーシップ
◎ 参画型マネジメント
◎ 教職員とともに歩む学校経営


